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生 年 月　1984年 6月大阪府生まれ
最終学歴　2009年大阪大学大学院
　　　　　工学部地球総合工学科
　　　　　建築工学科目
業務経歴　2009年日建設計入社
　　　　　東京事務所
　　　　　2010年大阪事務所
　　　　　2017年名古屋事務所
　　　　　現在　大阪事務所
　　　　　構造設計部
●担当した主なプロジェクト
・阿波銀行鴨島支店
・ 関西外国語大学穂谷キャンパス第
二セミナーハウス
・ザ・リッツ・カールトン京都
・グランフロント大阪駅前広場
・YANMAR FLYING-Y BUILDING
・ 山陰中央テレビジョン放送株式会
社新本社ビル
・高松サンポート合同（南館）
・国立京都国際会館ニューホール
・岡山県警察本部庁舎

■青年技術者のことば

私は建物を設計する際に、いかに

安全性の高いシステムを経済的

に実現するかということを念頭に

は置いていますが、それだけでは

良い建築は作れず、何かひとつの

テーマを持って設計チームで協働

して設計することが構造設計者と

して必要な姿勢だと考えていま

す。新素材・新提案のような目新

しい構造技術を提案することも大

事であると思いますが、建築の質

を高めるためにはエンジニアとし

て、地道に知識・経験を積み重

ね、建物にとって最適な構造計画

を提案することが重要だと思いま

す。最適な構造計画を提案するた

めの裏付けとなる知識・経験は、

構造設計に関わるものだけでな

く、意匠設備に関連することや、

建築に関係しないことからも得ら

れると感じています。これからも

より良い建物を設計し、社会に貢

献するために自分が出来ることを

考え社内外にアンテナを張り、構

造設計者として研鑽していきたい

と思います。

■すいせん者

田代靖彦

株式会社 日建設計 構造設計部長

建物概要
本建物は日本初の国際会議場であり、

京都議定書が採択された歴史ある建築

物である国立京都国際会館に展示施設

であるニューホールを増築する計画で

ある。ニューホールは47.6ｍスパンの

展示ホールをもつ建物で、展示ホール

を鉄骨トラスで構成しているが、天井

が必要なため、内部空間からは鉄骨ト

ラスは確認できない。トラスを使った

ダイナミックな構造デザインを感じさ

せるため、下記の断面図に示すように

トラス端部をガラスのダブルスキンと

し、トラスを外部に魅せることを考え

た。

ガラスダブルスキン
ガラスダブルスキンは、意匠的には周

囲の景観を、ガラスを使って視線を透

かすことや景色を映り込ませる機能が

あり、設備的にはダブルスキンとなっ

た空間で空気・熱を循環させ環境装置

としての機能を持つ。ガラスダブルス

キンを、意匠・構造・設備が三位一体

となった本建物の見せ場として表現す

ることを考えた。

構造計画概要
ニューホールは下図の構造部材パース

に示すように、建物基壇の部分を耐震

壁付きのSRC造とし、屋根はスパンが

47.6ｍのS造トラスとした。47.6ｍス

パンのトラスは、スペーシングが5.2m

でトラスせいが3.25ｍの一方向平行

弦トラスで計画した。トラスの中央部

は、ホール内部からは天井に隠れて

見えないため、経済性を重視してH形

鋼・CT・アングル材を組み合わせて構

成した。トラスの端部のデザインは、

ガラスの納め方を中心に意匠設計者と

密に連携して取り組んだ。

ガラスダブルスキンでトラス
を魅せる
ガラスで視線を透かすこと、周りの景

観を反射して映り込ませることの実現

のため、ガラスの面内にはブレースは

設けないこと、トラス部材以外の余計

な部材が存在しないことが必須であっ

た。この課題を解決するために、ガラ

スを鉛直方向に設けたガラスリブによ

る2辺支持とし、そのガラスリブはト

ラスの斜材・弦材で直接支持した。下

記のトラス端部の軸組図に示すように

斜材をH形鋼とし、強軸をトラス構面

外方向に向けて、トラス構面外に作用

する地震力をH形鋼の片持ち柱として

処理することで、ガラス面内にブレー

スを配置しないで成立する構造計画を

提案した。トラス端部の部材にはフ

ラットバー・鋼棒・テンションロッド

を適材適所で使い分け、写真に示すよ

うに透明感のあるガラスダブルスキン

を実現することができた。

ガラスダブルスキンを支えるホールトラスの構造デザイン

トラス端部接合部写真 上部：ガラスダブルスキン、下部：エントランスの鉄骨無垢細柱

国立京都国際会館ニューホールの構造設計

構造部材パース

東西断面図

トラス端部軸組図

屋根をセットバック ガラスダブルスキン

ガラスダブルスキン既存高さ屋根

5.2m

ホワイエ
RC造

S造

ガラス

タイロッド60ϕ
存在を隠す

2PL-25×200

2PL-25×200
垂木をイメージ

H-300×300
強軸方向はトラス構面外方向

・水平ブレース・鉛直ブレースを
ガラス面に出さない工夫

SRC造

中央部弦材：H形鋼（H-294x200）
　ラチス材：CT・アングル材

47.6m 10
m基壇 ・意匠：ガラスで視線を透かし

て周囲の景観に溶け込ませる
・設備：ダブルスキンを利用し
て環境技術を導入する
・構造：トラス端部を透かして
魅せる


